
Detailed Balanceから求められる 
断面積σnと脱出周波数υnとの関係 
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 Detailed Balanceより、 
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となる。 

 (B-2)式から(B-4)式を(B-7)式に代入すると、 
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が得られる。 

 したがって、脱出周波数υnと断面積σnとの関係は、 
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となる。 
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